
 
 
 
 
 
 
 
 

「希少価値の国内産雑穀 アマランサス編！」 
 

国内産の代表格の「ひえ・あわ・きび」の雑穀生産の推移は、ひえは、明治・大正で8.5万トンの所が平成

7年産では、180 トンとピーク時比の470分の１に、きびは 5.2万トンが、115 トンとピーク時の 450 万分の

１に、あわは 38万トンから 26 トンと 1万 5千分の１と、落ち込んでしまいました。 

 

 
 

ＲＩでは、当初より国内産雑穀の普及に努めております。国内産雑穀は、一般的にはここ数年で、地域

の転作作物として認知され始めたと感じています。全国的に減産傾向から、特定産地の生産が始まり、

栽培数量は除々に増えてきています。しかしながら、輸入と国内産では価格差が１５倍程度違うため、販

売難となっています。これは、雑穀をブレンドすることで、原産国表示が必要ありません。各メーカーはブ

レンド商品を主体とした商品構成になっており、そこでは輸入雑穀が主流となってしまっています。 

 

国内産雑穀の中でもアマランスは少なく、販売されているアマランサスの殆どがペルーやインドからの輸

入品です。 

アメリカでは、1981 年に健康食品会社がメキシコの農民と栽培契約して、アマランサス製品の販売する

のに十分なだけのアマランサスを買い入れ、全米の健康食品店でアマランサス製品は販売されています。

現在では、アマランサスを使った朝食用の健康食品なども定着しています。 

海外での栽培環境が整っている現状では、アマランサスを輸入する方が簡単で利益も出ますから、日本

国内でアマランサスを契約栽培し、リスクを背負って国内産にこだわるメーカーが少ないのも、仕方ない

ことかもしれません。 

 

実際に栽培している生産者に伺ってみました。『アラマランサスは丈が長く、1.5m から２ｍまで伸びます。

間引き以外はあまりさわらなくて良い。ただ、収穫前に台風にやられて倒伏したり、コンバインが使えない

から手作業で大変だよ。毎年が戦いだ。』 

「台風対策は、作付け時期をずらしたり、 

工夫しながら取り組んでいます。 

アマランサスは、収穫の時はたいへんですが 

国内で栽培しやすい雑穀だと思います。 

もっと国内産アマランサスが普及すれば、作る 

農家も増えると思います。日本の国土を守る 

ためにも、是非国内産に変えて欲しいよ」 

（秋田ふるさと農協の生産農家より） 

Beautiful Japan,  Beautiful RiceIsland 
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